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木造住宅設計でのREVIT活用のすすめ

このクラスでは、以下の学習目的についてまとめています。

1）初めてREVITに触れる、またはREVITを使い始めて間もない参加者が、
REVITを活用して在来木造住宅を設計する方法を学ぶことができる

2）これからBIMで実施設計に取り組む参加者が、講演者から実際に使用したファミリや
木造住宅用のテンプレートを入手し自社の建築設計に活用することができる

3）リフォーム設計の活動において、参加者がREVITやRECAPを用いた点群活用の
ワークフローを学ぶことができる

4）在来工法の設計手順書（チュートリアル）を手に入れることができる

最も関連性の高い AUTODESK 製品：AUTOCAD, RECAP PRO, REVIT, REVIT LT

最後までお付き合いください

在来木造建築物の実施設計でのREVIT活用事例と手順書（チュートリアル）とファミリの公開！



国産材を活用した住宅設計
創業以来ずっと、“ぎふ性能表示材”を使った住宅設計に力を注いでいます





商業・福祉施設の設計
新築、リノベーションを問わず、多くの非住宅のプロジェクトに関わっています





BIM活用の水平展開
3Dスキャナを活用した舞鶴市赤レンガ倉庫の保存活用に、京都女子大学と取り組んでいます





海外への事業展開（台湾・嘉義）
日本統治時代の木造建築物の保存活用のため、日本の木造調査技術を伝えています





海外への事業展開（ベトナム・バンメトート）
2020年に現地法人を設立し、BIMに特化した技術者の育成のための事務所を建設しました







アジェンダ

 自己紹介

 弊社の木造BIMの取組みについて

 BIM導入までの道のり

 木造設計でこそREVITを使おう

 木造チュートリアルの公開

 実施設計チュートリアルへの展開

 REVITを木造の実施設計で活用するために

 このクラスの後半には、
木造住宅BIMチュートリアルの公開先をお知
らせします

このクラスを聴講してくださりありがとうございます!



アーキ・キューブの
BIMの取組み



アーキ・キューブのBIMの取組み
弊社の木造BIMの取組みについて

 2012年 REVITを導入

 最初はS造3階建ての事務所で一般図を作成

 その時は平面詳細図、展開図まで作図した

 REVITユーザーグループのイベントに参加し、先
輩ユーザーの事例をいくつも拝聴し、スタッフ全
員のメインツールになるよう環境を整えた

 2013年 ものつくり補助金で3Dスキャナを開発

 リフォームの際、現況形状計測に活用

 2015年頃 Revitに完全移行

 ほとんどの図面をRevitベースで作図する

 詳細図はAutoCADで作図しRevitにインポート



アーキ・キューブのBIMの取組み
弊社の木造BIMの取組みについて

設計条件をモデル化 パノラマダリングでイメージを共有



アーキ・キューブのBIMの取組み
弊社の木造BIMの取組みについて

照明計画の根拠を見える化 構造計算の結果からモデル化



アーキ・キューブのBIMの取組み
弊社の木造BIMの取組みについて

3Dから抽出したビューに加筆した矩計図 REVITで構造図を作図



アーキ・キューブのBIMの取組み
弊社の木造BIMの取組みについて

MEPモデルを意匠設計者が入力 MEPモデルに連動した注釈シンボル



アーキ・キューブのBIMの取組み
弊社の木造BIMの取組みについて

意匠、設備 設計︓アーキ・キューブ 構造設計事務所

① 基本設計の後、構造設計を依頼
② 構造設計者の資料を基に

構造のモデリングを⾏う
③ 柱ファミリは柱頭柱脚⾦物タグと連携
④ 梁ファミリは伏図、軸組図の表現を重視
⑤ 照明器具、設備ファミリはMEPを活用
⑥ 住宅設備はWEBサイトから（充実︕）
⑦ 造付け家具︓モデリングして図⾯化

① 耐震等級（倒壊、損壊）評価設定
② 台風等級評価設定
③ 耐⼒壁、⽔平構⾯の設計
④ 接合部の設計
⑤ 各部（柱、梁）の設計
⑥ 基礎の設計
⑦ 構造図の作成
使用ソフト「ストラデザイン」



アーキ・キューブのBIMの取組み
弊社の木造BIMの取組みについて



木造設計でこそ
REVITを使おう



木造設計でこそREVITを使おう
木造チュートリアルの公開

 2021年9月4日（公社）日本建築士会連合会におい
てBIMスタートアップセミナーを開催

 ここでは、AutodeskRevitをはじめ日本で使われ
ている代表的なベンダーのソフトウェアユーザー
のユーザー事例と共に、木造基本設計モデリング
のチュートリアルを公開した。

 あわせて、建築確認におけるＢＩＭ活用推進協議
会と日本建築士会連合会とが、戸建て木造住宅の
建築確認申請図面作成のワークフローに関するテ
キストの作成を行うことを発表

 2021年12月31日まで、日本建築士会連合会BIM
ポータルサイトにおいて、スタートアップセミ
ナーの動画が閲覧が可能



26% 53％ 50％

設計事務所の
BIM導入率

3年以内に
導入予定の事業所

導入後に活用して
いる事務所

導入後、活用に負
担に感じている

木造設計でこそREVITを使おう
木造チュートリアルの公開

46%

うち意匠、構造、設
備の単独事務所の
導入率は32％

未導入の組織のう
ち少なくとも3年以
内に導入したいと考
えている事務所

導入後に活用できて
いるのは約半分の事
業所のみ

CAD等の業務と二
重作業、ソフト・シス
テム等の費用負担
を感じる

国交省 建築BIM推進会議 建築分野におけるBIMの活用、普及状況の実態調査の結果より



木造設計でこそREVITを使おう
木造チュートリアルの公開



モデル住宅は実物件！



木造設計でこそREVITを使おう
木造チュートリアルの公開

敷地のモデリング 壁のモデリング



木造設計でこそREVITを使おう
木造チュートリアルの公開

屋根のモデリング 基礎、ベタ基礎のハンチのモデリング



木造設計でこそREVITを使おう
木造チュートリアルの公開

床のモデリング 天井のモデリング 建具のモデリング



木造設計でこそREVITを使おう
木造チュートリアルの公開

コンポーネントの配置 注釈の追記 寸法の追記



木造設計でこそREVITを使おう
木造チュートリアルの公開

シートに平面図を配置 シートに立面図を配置



木造設計でこそREVITを使おう
木造チュートリアルの公開

1階構造柱のモデリング 2階構造柱のモデリング 木造専用の梁ファミリを同梱



木造設計でこそREVITを使おう
木造チュートリアルの公開

火打ち梁のモデリング 3Dビューの作成



木造設計でこそREVITを使おう
木造チュートリアルの公開

マテリアルの設定 クラウドレンダリングの共有方法



木造設計でこそREVITを使おう
木造チュートリアルの公開

動画は12回に分けて公開（テキストを補う内容）



木造設計でこそREVITを使おう

 基本設計編のチュートリアル

 （公社）日本建築士会連合会のBIM
ポータルサイトにて案内

 https://kenchikushikai-bim.org/

 BIMスタートアップセミナーの収録動画

 2021年12月31日まで公開予定

 チュートリアルおよび動画の閲覧

 建築士会会員のみ

木造チュートリアルの公開



実施設計チュートリアル
への展開



実施設計編 近日公開！



木造建築物の実施設計での活用
実施設計でREVITを活用するために

 BIM活用のイメージ最終形

 最初は基本設計でも最終的には実施設計で

 木造住宅設計でREVITを活用したい事業者へ向けて

 基本設計から実施設計へ資産を活用できる

 建設業界全体に対してBIMのメリットを遡及

 木造専用のファミリを公開し活用の幅を拡げる

 日本仕様のファミリも公開

 タグやパラメータデータも共有

 WEBでダウンロードしたデータも活用

 直ぐに活用できる木造用テンプレートを公開

 実施設計編はAutodeskより近日公開予定



木造建築物の実施設計での活用
実施設計でREVITを活用するために



木造建築物の実施設計での活用
実施設計でREVITを活用するために

矩計図の作成 天井伏図の作成 展開図の作成



木造建築物の実施設計での活用
実施設計でREVITを活用するために

建具表の作図 梁伏図の作図 柱脚金物図の作図
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